
＜ 夏の水辺公園で生きもの探検！ ～その７．その他の動物 ＞

７/６、ひたち野うしく小 3 年生の水辺公園観察の続き。皆さんが見つけた動物を全部のせたいと

思いつつ、時間もなく、最後の号が今頃になってしまいました。今回は鳥やカエル、カタツムリです。
いまごろ

１．ヒキガエル（左：ヒキガエル科）とアマガエル（右：アマガエル科）

左の黒いのがヒキガエルの幼体、右の
ようたい

緑色をしたのがアマガエルです。

ヒキガエルのメスは１匹あたり２千～２
ぴき

万個の卵を産むといわれますが、あの黒

いかたまりに見えたたくさんのオタマジ

ャクシの中で、ここまで生きのびたのは

どのくらいなのでしょう？オタマジャク

シの段階で多くが死に、子ガエルが上 陸
だんかい じょうりく

する時にも乾燥などでたくさん死ぬそう
かんそう

です。 逆 にいえば、だからこそたくさ
ぎゃく

ん産むのかもしれませんね。

２．ミスジマイマイ（オナジマイマイ科）

関東では最もふつうに見かけるカタ
かんとう

ツムリです。背中にこげ茶色のすじが
せ な か

あり、からのすじはその名の通り３本

のものが多いですが、２本とか１本の

ものもいます。本来、木の上で生活し

ますが、からのカルシウムを補給する
ほきゅう

ためでしょう、ブロック塀などの上に
べい

いて、そのコンクリートの表面をかじ

るようすも観察されます。見つけたと
かんさつ

きも、コンクリートの上にいましたね。

最後に鳥の仲間。暑かったせいか、ツバメとキジバトくらいしか見られませんでしたね。さびしい
あつ

ので、下見の 6/29 に見た、ホオジロとカルガモも加えておきましょう。 【理科支援員 宮内】
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３．キジバト(ハト科) ４．ホオジロ(ホオジロ科) ５．カルガモ(カモ科) ６．ツバメ(ツバメ科)


